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     中央中だより 
３Work （Team・Net・Foot）を大切に中央中の子供たちのために 

 

今日の全校朝会、中央中の皆さんに紹介したい詩があります。先生が昔、学級 

担任をしていた頃に、4月の学級通信によく載せていた詩です。『教室は間違う 

ところだ』という詩です。先日、たまたま読売新聞を読んでいたら、『教室は間 

違うところだ』の絵本を紹介している記事を見つけて、思わず懐かしくなり購入 

してしまいました。読みたい人は校長室前に置いておきますので、手に取って 

読んでください。貸し出しもしますよ。 

この詩の作者は蒔田晋治さん。中学校で 2年生を担任した時に学級通信で生徒 

に呼び掛けた詩だそうです。1945年から 40年間、公立小中学校に勤務された先生です。 

（少し長い詩ですが、読みます…聞いてください。） 

いかがでしたか？ なんかいい詩でしょう？先生、 『こんな教室をつくりたいな～』って思って担任してい

ました。教室って間違っていい所ですよね。そんな当たり前のことがとても新鮮に感じられるんです。神様

だって間違えるんだから、そもそも発展途上の中学生が間違ったって当然のことですよね。中学生に限ら

ず、私もこの年になっても間違ってばかりです… 

今回、この詩を紹介したのは、一つには、間違いを恐れず自分を出していこう、間違ったっていいんだよ

って言うメッセージを伝えたかったからです。でもそれ以上に、間違いを恐れずに自分を出していくという

のは個人の勇気だけの問題ではありません。学級集団の質が問題になります。お互いの違いを認めあって尊

重し合うとか、いろいろな考えを突き合わせて正解を追求する姿勢のある学級集団があって、初めて安心し

て間違えられる。このクラスだったら間違ったって誰からも変に思われない。安心して間違えられる… 

そんなクラスを築いて欲しい。安心して手が挙げられて、安心して間違えられるクラスを中央中学校の全学

年、全クラスで目指して欲しい、と思って紹介しました。だけど、これってとても難しいことでもあります。

クラスの中に、間違えたり失敗すると笑ったり、影でコソコソ悪口を言ったり、自分たちと少しでも違うと

のけ者にしたり、排除したり…大なり小なりそんなことありませんか？  

今日から、安心して手が上げられる、安心して間違えられるクラスを作りましょう！中央中の生徒の皆さ

んならば、必ずやそんな誰もが安心して間違えられるクラスを作ってくれると信じています。 
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『教室はまちがうところだ』（一部紹介）   いつも正しくまちがいのない 

まきた しんじ      答えをしなくちゃならんと思って 

教室はまちがうところだ             そういうことだと思っているから 

みんなどしどし手を上げて            まちがうことがこわくて こわくて 

まちがった意見を 言おうじゃないか       手も上げないで小さくなって 

まちがった答えを 言おうじゃないか       黙りこくって時間がすぎる 

まちがうことを  おそれちゃいけない       しかたがないから先生だけが 

まちがったものを わらっちゃいけない      勝手にしゃべって生徒はうわのそら 

まちがった意見を まちがった答えを       それじゃあちっとも 伸びてはいけない 

ああじゃあないか こうじゃあないかと      神様でさえまちがう世の中 

みんなで出しあい 言い合うなかで        ましてこれから人間になろうと 

ほんとのものを  見つけていくのだ       している僕らがまちがったって 

そうしてみんなで 伸びていくのだ        なにがおかしい あたりまえじゃないか 
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《中央中生の活躍１》 

5月 22日（土）狭山市中学校通信陸上大会が

狭山台会場で開催されました。 

男子総合       第 3位 

共通男子走幅跳  第 1位 ○○ ○○ 5ｍ50 

3年男子 100ｍ 第 2位 ○○ ○○11″90 

共通女子走幅跳  第 1位 ○○ ○○4ｍ39 

2年女子 100ｍ 第 2位 ○○ ○○14″11 

＊○○○○くん、○○○○さんは走幅跳で通信陸

上県大会に出場しました。ベストを尽くしました。 

 《中央中生の活躍２》 

6月 1日（火）狭山市学校総合体育大会水泳の部

が入間川小会場で開催されました。 

《個人の部》 

○○ ○○  男子 400ｍ個人メドレー 第 2位 

           男子 200ｍ平泳ぎ    第 2位 

○○ ○○ 男子 100ｍ背泳ぎ    第 2位 

○○ ○○☆女子 200ｍ平泳ぎ    第 1位 

     ☆女子 100ｍ平泳ぎ    第 1位 

○○ ○○  女子 200ｍ個人メドレー 第 2位 

      女子 100ｍバタフライ  第 2位 

○○ ○○  女子 200ｍフリー    第 2位 

      女子 100ｍフリー    第 1位 

○○ ○○ 女子 200ｍ個人メドレー 第 1位 

      女子  50ｍフリー    第 2位 

《リレーの部》 

☆女子 100ｍフリーリレー  第 1位 

○○○○・○○○○・○○○○・○○○○ 

☆女子 100ｍメドレーリレー 第 1位 

○○○○・○○○○・○○○○・○○○○ 

☆印は標準記録を突破したため、学校総合体育大

会県大会に出場します。 

《学総に向けて壮行会が行われる》 

6月 15日（火）部活動委員会が中心となって壮行会が 

行われました。本来は体育館で全校生徒が集まり、各部の 

部長がステージ上で学総大会に向けての意気込みを語り、 

大きな拍手に包まれるといった行事ですが、今年もコロナ 

禍のため事前に録画したものを各クラスで観賞しました。 

美術部・○○さんとパソコン部・○○くんがテキパキと会 

を進行してくれました。各部ともに気合いと気持ちのこも 

った言葉を述べ、クラスから拍手が聞こえてきました。 

部活動委員長の○○くんもとても凛々しかったです！ 

《中央中生の活躍 3》 

６月 16・17・18日に行われた学校総合体育大会

狭山市予選会の結果を発表します！天候不順で順

延等ありましたが、中央中生頑張りました(*^^)v 

全ての部活動を応援することができました。手に

汗握る試合展開、中央中生の真剣な眼差しに心を

打たれました。 

《屋内競技》 

○女子バスケットボール部 準優勝 

○バドミントン部 団体戦 準優勝（地区大会） 

 個人シングルス 第１位 ○○ ○○さん 

 （地区大会）  第２位 ○○ ○○さん 

 個人ダブルス  第１位 ○○・○○組 

 （地区大会）  第４位 ○○・○○組 

○バレーボール部  第３位（地区大会） 

○剣道部    男子団体戦 準優勝 

 男子個人戦 第１位 ○○ ○○くん（県大会） 

       第２位 ○○ ○○くん（県大会） 

○男子卓球 ダブルス 第３位 ○○・○○組 

○女子卓球 団体戦 第３位 

《屋外競技》 

○野球部 優勝（県大会） 

○サッカー部 第３位 

○陸上部 男子総合 第３位 

男子 走幅跳  第 1位 ○○ ○○くん（県大） 

男子 100m  第 1位 ○○ ○○くん（県大） 

男子 110mH第 2位 ○○ ○○くん（県大） 

女子 100m  第 2位 ○○ ○○さん（県大） 

○男子テニス部 団体戦  第 3位 

 個人戦 第 3位 ○○・○○組（県大会） 

     第 3位 ○○・○○組（県大会） 

○女子テニス部 団体戦 準優勝 

 個人戦 第 1位 ○○・○○組（県大会） 

     第 2位 ○○・○○組（県大会） 

     第 3位 ○○・○○組（県大会） 

 

 


